
協同組合Dental.Netセール
実施中！３月23日まで

医科消耗品も　　　　
ご購入いただけます！

展示情報
３月18日（日）　
「か強診」「歯援診」研修会　保険医協同組合　１階
日本アイエスケイ　ポータブルユニット・レントゲン
チームフォーチューン　150万円台歯科用ユニット
　　　　　　　　　　　口腔外バキューム

３月21日（水）
点数説明会会場大阪国際交流センター　１階
FEED　予防歯科用チェア＆ユニット
　　　口腔外バキューム

（第三種郵便物認可）２０１８年３月５日 大阪歯科保険医新聞（５、15、25日発行）（３）

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

３
月
18
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
６
時

講
師　

 

足
立
了
平
氏
（
神
戸
常
盤
大
学
教
授
）

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

１
５
０
人

会
費　

５
千
円
（
会
員
本
人
限
定
）

内
容　

①
感
染
症
対
策
等
の
院
内
感
染
防
止
対
策
②
偶
発
症

に
対
す
る
緊
急
時
の
対
応
、
医
療
事
故
及
び
医
療
安
全
対

策
③
高
齢
者
の
心
身
の
特
性
（
認
知
症
に
関
す
る
内
容
を

含
む
）、
口
腔
機
能
の
管
理
、
緊
急
時
対
応
等

※
修
了
証
の
発
行
は
通
し
で
の
参
加
者
の
み
に
限
り
ま
す

「
か
強
診
」「
歯
援
診
」に
係
る
施
設
基
準
研
修
会

日
時　

３
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

木
ノ
本
喜
史
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
臨
床
教
授
・
吹

田
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

抜
髄Initial Treatm

ent

を
治
癒
に
導
く
た
め
に

必
要
な
23
章
・
パ
ー
ト
２

大
阪
市
西
部
・
南
部
地
区
総
会
記
念
講
演

◇
中
央
会
場
／
３
月
21
日
（
水
・
祝
）
午
後
１
時
／
大
阪
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー

◇
な
ん
ば
会
場
／
３
月
24
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
／
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
／
定
員
１
０
０
人

◇
江
坂
会
場
／
３
月
24
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
／
Ｊ
Ｅ
Ｃ

日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
江
坂
／
定
員
１
０
０
人

◇
な
ん
ば
会
場
／
３
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
／
Ｍ
＆
Ｄ
ホ

ー
ル
／
定
員
１
０
０
人

◇
天
満
橋
会
場
／
３
月
25
日
（
日
）
午
後
２
時
／
天
満
橋
Ｏ

Ｍ
Ｍ
ビ
ル
２
階
／
定
員
１
０
０
人

◇
堺
会
場
／
３
月
31
日
（
土
）
午
後
６
時
45
分
／
サ
ン
ス
ク

エ
ア
堺
／
定
員
１
０
０
人

◇
な
ん
ば
会
場
／
４
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
／
Ｍ
＆
Ｄ
ホ

ー
ル
／
定
員
１
０
０
人

◇
河
内
長
野
会
場
／
４
月
７
日
（
土
）
午
後
６
時
15
分
／
河

内
長
野
駅
前
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
／
定
員
１
０
０
人

◇
八
尾
会
場
／
４
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
／
八
尾
プ

リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
４
階
／
定
員
40
人

◇
高
槻
会
場
／
４
月
14
日
（
土
）
午
後
７
時
／
高
槻
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
／
定
員
50
人

◇
泉
佐
野
会
場
／
４
月
21
日
（
土
）
午
後
７
時
／
泉
佐
野
シ

テ
ィ
ホ
テ
ル
エ
ア
ポ
ー
ト
プ
リ
ン
ス
／
定
員
１
０
０
人

２
０
１
８
年
診
療
報
酬
改
定
・
新
点
数
説
明
会

日
時　

３
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

村
上
伸
也
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
歯
周

病
分
子
病
態
学
口
腔
治
療
学
教
室
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

※
本
講
習
会
受
講
者
は
、
リ
グ
ロ
ス
®購
入
前
に
必
要
な

e-learning

の
受
講
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

歯
周
組
織
再
生
剤
リ
グ
ロ
ス
Ⓡ

の
薬
理
作
用
と
適
応

に
つ
い
て

３
月
度
生
涯
研
修

物忘れと国家の病
篠部正夫（西淀川区）

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

保険診療保険診療

知知っとくっとく！！
なっなっ得得！！

介
護
報
酬
の
電
子
請
求
義
務
化

「
免
除
届
」の
提
出
を
忘
れ
ず
に

人
間
を
超
え
る
か

人工知能の未来 13

どうなるどうなる

る
の
で
は
？

Ａ　

京
都
大
学
特
命
教
授
の

中
津
良
平
氏
が
こ
う
言
っ
て

い
る
。「
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ

ン
グ
が
学
ぶ
デ
ー
タ
は
過
去

デ
ー
タ
。
想
定
内
の
結
論
し

か
出
て
こ
な
い
。
こ
れ
に
対

し
て
、
と
き
に
想
定
外
の
行

動
を
取
る
の
が
人
間
だ
」

　

ア
フ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
祖

先
は
、
６
万
年
前
に
各
大
陸

へ
と
渡
る
こ
と
で
爆
発
的
に

進
化
を
遂
げ
た
。
な
ぜ
、
危

険
を
顧
み
ず
５
万
㌔
も
の
旅

を
し
た
の
か
。
中
津
氏
は

「
Ａ
Ｉ
な
ら
ば
絶
対
に
そ
ん

な
判
断
は
し
な
い
」
と
述
べ

た
上
で
、
想
定
外
の
行
動
を

取
る
人
間
だ
か
ら
こ
そ
、
発

展
を
な
し
得
た
と
強
調
し
て

い
る
。
人
間
の
持
つ
可
能
性

に
も
っ
と
目
を
向
け
る
時
代

に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。 

（
お
わ
り
）

想
定
外
の
行
動

Ｑ　

人
類
が
滅
亡
さ
せ
ら
れ

る
な
ん
て
あ
り
得
な
い
？

Ａ　

進
歩
し
た
Ａ
Ｉ
が
意
識

を
持
ち
、
自
分
で
行
動
す
る

よ
う
に
な
る
と
主
張
す
る
人

が
い
る
。
だ
が
、
人
工
知
能

学
会
の
山
田
誠
二
会
長
は

「
Ａ
Ｉ
が
人
間
を
支
配
す
る

こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
の
が

研
究
者
の
常
識
」
と
、
危
機

感
を
あ
お
る
論
調
を
一
笑
に

付
す
。
Ａ
Ｉ
は
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
過
ぎ
な
い
し
、
言
葉
を
理

解
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い

の
だ
か
ら
、
意
識
を
持
つ
な

ど
考
え
ら
れ
な
い
。

Ｑ　

Ａ
Ｉ
は
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー

ニ
ン
グ
で
飛
躍
的
に
発
展
す

れ
、
計
算
し
た
り
、
分
類
し

た
り
し
て
い
る
だ
け
だ
。

Ｑ　

優
秀
な
Ａ
Ｉ
に
人
間
の

仕
事
が
奪
わ
れ
る
？

Ａ　

長
距
離
輸
送
の
自
動
運

転
化
と
い
っ
た
変
化
が
起
き

る
の
は
間
違
い
な
い
。
だ

が
、
研
究
者
の
間
で
は
「
仕

事
の
一
部
が
Ａ
Ｉ
に
代
わ
る

だ
け
」「
よ
り
知
的
な
仕
事

に
人
間
は
集
中
で
き
る
」
と

い
っ
た
意
見
が
多
数
派
だ
。

　

Ａ
Ｉ
の
普
及
で
非
正
規
・

パ
ー
ト
タ
イ
ム
へ
の
置
き
換

え
が
進
む
危
険
は
あ
る
。
Ａ

Ｉ
導
入
を
口
実
に
「
解
雇
規

制
緩
和
」
を
進
め
よ
う
と
い

う
政
府
レ
ベ
ル
の
動
き
も
注

視
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｑ　

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
は

人
間
の
知
能
レ
ベ
ル
に
達
し

て
い
る
の
か
？

Ａ　

『
毎
日
新
聞
』
の
コ
ラ

ム
に
「
文
章
、
と
り
わ
け
そ

の
場
そ
の
場
の
人
間
の
真
実

や
心
情
を
読
み
解
く
力
と
な

る
と
、
Ａ
Ｉ
に
も
限
界
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
あ

っ
た
。
読
み
解
く
力
が
あ
る

こ
と
を
前
提
に
し
た
よ
う
な

内
容
だ
が
、
こ
れ
は
思
い
違

い
。
Ａ
Ｉ
に
は
文
章
を
理
解

す
る
力
は
な
い
。
実
態
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
命
令
も
デ
ー
タ
も
全

て
が
数
字
に
置
き
換
え
ら

　

３
月
31
日
ま
で
に
大
阪
国

保
連
合
会
に
介
護
報
酬
の
電

子
請
求
の
「
免
除
届
」
を
提

出
す
れ
ば
、
４
月
以
降
も
紙

媒
体
で
の
請
求
が
引
き
続
き

可
能
に
な
る
。
電
子
請
求
は

原
則
義
務
化
さ
れ
て
お
り
、

３
月
末
ま
で
に
免
除
の
届
出

を
済
ま
さ
な
け
れ
ば
、
今
後

は
紙
媒
体
で
は
受
け
付
け
て

も
ら
え
な
く
な
る
。

　

歯
科
医
院
の
介
護
報
酬
の

請
求
は
、
居
宅
療
養
管
理
指

導
費
し
か
算
定
す
る
項
目
が

な
い
。
居
宅
療
養
管
理
指
導

費
は
、
居
宅
な
ど
へ
歯
科
訪

問
診
療
し
た
際
に
管
理
料
を

介
護
報
酬
で
請
求
す
る
こ
と

に
な
る
。

　

今
後
、
介
護
報
酬
の
請
求

を
お
こ
な
う
可
能
性
が
あ
る

医
療
機
関
（
訪
問
診
療
を
実

施
す
る
可
能
性
の
あ
る
医
療

機
関
）
は
必
ず
届
出
を
し
て

ほ
し
い
。

　

届
出
方
法
に
つ
い
て
は
、

１
月
25
日
号
５
面
で

既
報
の
と
お
り
。
届

出
書
は
次
の
ア
ド
レ

ス
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
。

　

http://www.
osakakokuhoren.
jp/wp/wp-content/
themes/twentyten
/pdf/menjot.pdf

電子請求の免除届出書

　

柳
生
宗
矩
（
１
５
７
１
〜

１
６
４
６
年
）
は
現
奈
良

県
、
柳
生
の
荘
１
万
２
５
０

０
石
の
大
名
で
「
兵
法
家
伝

書
」
と
い
う
著
書
も
残
し

た
。
そ
の
一
子
十
兵
衛
（
１

６
０
７
〜
50
年
）
は
宮
本
武

蔵
（
１
５
８
４
？
〜
１
６
４

５
年
）
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
隻

眼
の
剣
士
で
江
戸
初
期
に
諸

国
を
歩
い
た
ら
し
い
。

　

山
田
風
太
郎
（
１
９
２
２

〜
２
０
０
１
年
）
が
『
柳
生

忍
法
帖
』
で
描
い
た
熱
血
漢

の
十
兵
衛
は
「
子
女
の
一
人

も
守
れ
ぬ
よ
う
で
何
が
公
儀

か
」
と
憤
慨
し
て
単
身
で
悪

に
剣
を
振
る
っ
た
。
現
在
の

公
儀
に
相
当
す
る
議
員
や
エ

リ
ー
ト
官
僚
は
活
字
離
れ
時

代
の
人
た
ち
で
、
昔
の
忍
者

小
説
な
ん
か
読
ま
な
い
だ
ろ

う
。
漫
画
を
読
む
の
が
読
書

人
の
部
類
で
あ
る
。

　

悪
者
か
ら
庶
民
を
守
る
役

割
を
担
っ
た
昔
の
公
儀
も
自

然
災
害
に
は
お
手
上
げ
だ
っ

た
。
今
の
公
儀
の
先
鋒
の
自

衛
隊
は
火
器
戦
闘
訓
練
の
合

間
に
地
震
や
火
山
噴
火
や
豪

雪
な
ど
の
災
害
場
面
で
活
躍

す
る
。
仮
想
敵
に
向
か
う
訓

練
よ
り
も
苦
難
中
の
同
胞
へ

の
救
助
活
動
は
、
十
兵
衛
み

た
い
な
熱
血
漢
で
な
く
て
も

や
り
が
い
を
感
じ
る
だ
ろ

う
。

　

「
国
民
の
生
活
が
第
一
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
票
を

集
め
た
小
沢
一
郎
氏
が
忘
れ

ら
れ
た
頃
に
、
ト
ラ
ン
プ
氏

が
「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス

ト
」
と
よ
く
似
た
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
大
統
領
に
な
っ
た
。
宣

伝
文
句
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
実

態
と
は
別
だ
か
ら
す
ぐ
に
忘

れ
ら
れ
る
。

　

最
大
の
人
的
災
害
で
あ
る

戦
争
の
悲
惨
さ
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
日
本
中
の
戦
争
被
災

地
で
活
躍
し
て
い
る
「
語
り

部
」
た
ち
も
世
代
交
代
し
つ

つ
あ
る
。
物
忘
れ
は
認
知
症

の
初
期
症
状
で
あ
る
。
国
家

の
病
気
も
戦
争
未
経
験
の
新

し
い
「
語
り
部
」
た
ち
に
よ

る
早
期
対
応
が
有
効
だ
。

　

協
会
は
４
月
８
日
に
医
科

協
会
・
協
同
組
合
と
共
催
す

る
「
大
阪
保
険
医
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
」
へ
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
る
。
場
所
は
奈
良
県

御
所
市
の
秋
津
原
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
。

　

会
費
は
プ
レ
ー
フ
ィ
ー
１

万
８
４
９
０
円
（
乗
用
カ
ー

ト
と
キ
ャ
デ
ィ
付
き
）、
コ

ン
ペ
参
加
費
５
０
０
０
円

（
会
食
と
賞
品
代
込
み
）。

参
加
資
格
は
会
員
・
家
族
・

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
。

　

申
し
込
み
は
協
同
組
合

（
06
―
６
５
６
８
―
２
７
４

１
／
担
当
・
湯
浅
）
ま
で
。

保
険
医
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
の
案
内


